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研究成果の概要： 

地域で生活を送るパーキンソン病者を対象にイメージを活用した体操によって、心身機能面お
よび日常生活動作における効果検証を行った。研究 1 では、148 名を対象に日常生活動作の様々
な工夫について聞き取り調査を実施し、結果の要素を取り入れたパーキンソンダンスを作成し
た。研究Ⅱでは、作成したダンス 12 名を対象に介入効果検証を行い、歩行能力（TUGT）と
イメージ想起能力（MRT）および表情認知課題で有意な変化が認められた。 
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１．研究の背景 

パーキンソン病（以下 PD）者に対して臨
床的には、イメージを用いることで動作開始
の緩慢さが改善されるなどの状態が観察さ
れるが、日常生活場面で患者自らが応用する
ことは難しい。先行研究ではパーキンソン病
患者に対しイメージを用いた運動介入効果
については、議論が分かれる。その理由とし
て、介入方法が統一されておらず、またイメ
ージの明確な効果指標がないことがあげら
れる。近年、Earhart ら(2009)は、PD 患者
へのダンスの有効性を報告している。ダンス
は、同一の運動を提供できるだけではなく、
在宅でも実施可能で、楽しみ活動としても期
待できる。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、大阪府作業療法士会パー
キンソンシンドローム研究会が作成した「パ
ーキンソン病の日常生活動作の工夫」を基に、
近年の大脳基底核に関する大脳－基底核ル
ープに関する研究成果を加味し、視覚及び運
動イメージを取り入れた新たなパーキンソ
ン病体操（ダンス）を開発し、習慣化しやす
い体操によって、UPDRS などの総合的評価

および日常生活動作場面で検証することで
ある。 

３．研究の方法 

研究Ⅰ（22 年度） 
【対象者】広島県のパーキンソン病友の会お
よび大阪府堺市のパーキンソン病患者会（堺
のびやかクラブ）148 名（女性 69 名、男性
79 名）の協力を得て行った。対象者の選出に
おいては、Unified Parkinoson's Disease 
Rating Scale (UPDRS), 合併症の有無, 障害
優位側 on-off 現象の有無、MMSE, 要介護度
等を考慮した。 
【調査項目】まず一日の主な生活の流れを把
握し、次に日常生活動作における困り事、工
夫、ON-OFF 期の違いなどについて研究者の協
議によりインタビューガイドを作成した。 
【研究手順・データ分析】インタビューガイ
ドを基に半構成的面接聞き取り調査方法に
よってデータ収集を行った。また、インタビ
ュー内容は、対象者の同意が得られた場合は
録音し、内容を逐語録に記載した。そして、
質的機能的分析法を用いてイメージを用い
ることが有効な動作についてカテゴリー化
した。                                                   
研究Ⅱ（23 年度） 
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【研究目的】研究Ⅰに基づき、新たに視覚及
び運動イメージを取り入れたパーキンソン
病ダンス(DVD)を作成し、心身機能および日
常生活動作における効果検証を行った。 
【対象者】研究Ⅰと同じ患者会の協力を得て
実施した。12 名（女性 9名、男性 3 名）。 
【評価項目】運動機能検査として TMT （Timed 
Motor Test）、TUGT（Timed up and Go Test）、
バランス能力として、FRT(Functional reach 
test)、イメージ能力として、手の MRT（Mental 
rotation task）、同心円課題、表情認知課題、
ダンス鑑賞方法の違いによる前頭前野の活
動を測定した。 
 
４．研究成果 

研究Ⅰにより、パーキンソン病患者の日常
生活動作の様々な工夫について聞き取り調
査から得られた要素、①記憶に従って行う動
作困難、②複雑動作、並列動作困難、③動作
の無意識的組み立て困難、④動作切り替え困
難、⑤両手動作の困難、⑥不快なときは動作
が困難という６つの特徴が得られた。そして、
これらの結果を考慮したパーキンソンダン
スを作成した。６つの困難さの特徴により、
暗いと動作ができない、予測しない状況には
対応できない、～しながら～できない、すく
み足、バランスの悪さといった行動に表れる
と考え、パーキンソンダンスでは、イメージ
したものを身体で表す、同じ動きを何度も繰
り返す、繰り返すことによって動きを習得す
る、音楽やイメージを使うことによって快感
情を得る、の４つのポイントを盛り込んだ。
また、これらの効果を表す評価を検討する過
程で、新たに、イメージ能力として、手の MRT
（Mental rotation task）、同心円課題を開
発した。また、ダンスの効果を検討するにあ
たり、文献的研究を行い、ワシントン大学の
Earhart と Hackney らが実施しているパーキ
ンソン病患者に対するタンゴの介入研究を
参考とした。測定の結果、PD ダンスを実施し
た直後には、上肢の運動機能の改善は、認め
られなかったが、歩行能力を測定する TUGT
とイメージ想起に関連した手の MRT、同心円
課題の一部で有意な得点の変化が認められ
た（＜0.05）。これらの変化は、いずれも反
応時間が早くなっており、イメージ能力と関
わりのある前頭葉の関与が考えられた。また、
表情認知課題では、8名中 3 名が同じ表情を
見て悲しみから喜びに感じる程度が変化し
た。作成したダンス DVD を見ている時の前頭
前野の活動を NIRS を用いて測定を行い、ダ
ンスを覚えようとしている場合は、ダンスを
見ているだけよりも左の前頭前野の活動が
高まることが分かった。 

本研究による主な成果は、１）パーキンソ
ン病の動作の困難の特徴について新たな視
点から分類したこと、２）パーキンソン病の

介入として注目されているダンスをオリジ
ナルに開発したこと（DVD 作成）、３）パーキ
ンソン病の動作困難の特徴を評価する過程
で、新たにイメージ障害に関わる課題を開発
したこと、４）ニューロイメージングの技術
を用いて、ダンスにかかる脳の機能に関する
仮説を考察したことがあげられる。                               
１）は、困難から工夫を行うことで、日常生
活の動作が改善できるパンフレットを作成
し、各動作を実際に患者会等に配布し指導し
ている。２）は、従来のシンプルな運動では
なく、イメージを多く取り入れた構成によっ
て難易度が高いと思われる動作であっても
踊ることが可能な対象者を多く目にするこ
とができた。DVD にしたことで、各自が自宅
でも実施可能であり、３）は、手の MRT を用
いた健常コントロール群との比較によって、
パーキンソン病患者では、特に 180 度の向き
に提示された手の写真の左右を判別する際
に、有意に時間が延長することが分かっただ
けではなく、小脳性の疾患ではさらに時間が
延長することが明らかになるなど日常生活
の援助方法に貴重な示唆を得ることができ
た。４）では、1例の検討であるが、ダンス
を実際に楽しんで参加した対象者であった
ことから、左の前頭前野は、快の予測に関わ
っているとの先行研究を鑑みるとダンスが
楽しい経験となれば、動作を遂行する脳の活
動を高める可能性が考えられる。 
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